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会長研究集会（１日目）の様子

 借り受けた生産緑地で現地を紹介する
 松岡さん（左）

大規模経営について話す小寺職務代理（左）

あ　

ぜ　

み　

ち

 

「
食
育
に
携
わ
っ
た
立
場
か
ら

地
域
に
農
業
・
農
地
を
将
来
に

わ
た
っ
て
残
し
た
い
」
▼
立
冬

を
過
ぎ
て
も
暖
か
い
11
月
13

日
「
女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
」

で
小
金
井
市
会
長
職
務
代
理
を

務
め
る
松
嶋
あ
お
い
委
員
は
話

し
た
▼
氏
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
戸

東
京
野
菜
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
協

会
役
員
な
ど
各
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
が
、
新
鮮
な
農
産
物

を
笑
顔
で
食
べ
る
子
供
達
を
見

る
た
び
、
作
り
手
の
減
少
を
心

配
す
る
▼
昨
年
7
月
の
改
選
で

女
性
委
員
は
53
人
か
ら
74
人
に

増
え
た
。
農
業
者
、
食
育
、
広

報
他
専
門
分
野
も
多
彩
だ
。
農

商
連
携
、
食
農
教
育
、
仲
間
作

り
等
を
語
る
参
加
委
員
の
想
い

は
た
く
ま
し
い
▼
「
と
ち
ぎ
女

性
農
業
委
員
の
会
」
設
立
20
周

年
記
念
誌
が
本
会
に
届
い
た
。

委
員
１
０
４
名
、
登
用
率
22
・

6
％
、
全
国
１
位
を
継
続
中
だ
。

や
は
り
食
育
活
動
や
研
修
交
流

会
を
重
ね
地
域
の
活
動
に
つ
な

い
で
い
る
▼
新
た
な
発
想
を
共

有
し
地
域
に
活
か
す
こ
と
が
今

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
、

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会
を
大

阪
府
内
で
開
き
、
農
業
委
員
会
長

や
事
務
局
職
員
な
ど
お
よ
そ
59
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
箕
面
市
農
業
委
員
会

（
稲
垣
惠
一
会
長
）
よ
り
、
箕
面

市
の
農
業
公
社
に
よ
る
学
校
給
食

の
地
場
産
農
産
物
の
利
用
促
進
と

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
活
動

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
阪
府
農
業
会
議
と
大

や
学
校
給
食
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
野
市
の
株
式
会
社

ネ
イ
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
梅
村
桂

代
表
）
の
ト
マ
ト
生
産
を
現
地
研

究
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
岩
沢
宏
会
長
の
花
木
経

営
を
現
地
研
究
し
、
近
年
の
花
木

の
市
場
動
向
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
に
は
、
西
多
摩
地
区

と
南
多
摩
地
区
を
対
象
に
開
き
、

お
よ
そ
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
清
瀬
市
農
業
委
員
会

（
松
村
俊
夫
会
長
）
よ
り
、
清
瀬

市
の
農
業
の
概
要
や
農
業
委
員
会

活
動
、
生
産
緑
地
バ
ン
ク
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
清
瀬
市
農
業
委
員
会

の
小
寺
正
明
会
長
職
務
代
理
の
大

規
模
な
野
菜
経
営
を
現
地
研
究

し
、
規
模
拡
大
を
進
め
る
上
で
の

課
題
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
土
屋
俊
治
さ
ん
の
イ

チ
ゴ
経
営
を
現
地
研
究
し
ま
し

た
。
販
路
は
直
売
が
中
心
と
な
っ

て
お
り
、
売
上
の
向
上
に
む
け
た

取
組
や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
参
加

者
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

阪
府
庁
の
担
当
課
よ
り
、
大
阪
府

の
都
市
農
業
関
連
の
取
り
組
み
や

大
阪
版
の
認
定
農
業
者
制
度
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
研
究
し
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
八
尾
市
の
農
地
バ

ン
ク
事
業
や
特
産
の
花
き
生
産
に

つ
い
て
齊
藤
暁
同
市
農
業
委
員
会

長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
（
畑
中

正
史
組
合
長
）
か
ら
農
地
バ
ン
ク

事
業
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
本
事
業
を
活
用

し
生
産
緑
地
を
借
り
受
け
て
若
ゴ

ボ
ウ
な
ど
を
生
産
す
る
松
岡
孝
明

さ
ん
の
ほ
場
を
現
地
研
究
し
ま
し

た
。

　

都
農
業
会
議
は
、

こ
の
ほ
ど
、
農
業
委

員
会
会
長
職
務
代

理
・
部
会
長
研
究
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
に
は
、
区
内
地
区
と

北
多
摩
地
区
を
対
象
に
開
き
、
お

よ
そ
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
立
川
市
の
た
ま
し
ん

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル
に
て
、
日

野
市
農
業
委
員
会
（
岩
沢
宏
会
長
）

よ
り
日
野
市
の
農
業
委
員
会
活
動

大
阪
府
の
農
業
施
策
や
箕
面
市
の
農
委
会
活
動
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

日
野
市
・
清
瀬
市
の
農
委
会
活
動
を
研
究

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会
開
く

東
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○
理
事
会

10
月
17
日
に
練
馬
区
の
ホ
テ

ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東
京
で
理
事
会

を
開
催
し
た
。

議
事
と
し
て
、
①
第
２
回
臨

時
総
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

お
よ
び
②
臨
時
総
会
の
提
出
議

案
で
あ
る
「
理
事
の
補
充
選
任
」

に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ

議
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

あ
わ
せ
て
報
告
事
項
と
し
て

「
会
長
の
職
務
執
行
状
況
」
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

○
第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
、
第
７

回
常
設
審
議
委
員
会
を
開
催
し

た
。報

告
事
項
と
し
て
、
①
東
京

都
か
ら
農
地
法
の
第
５
条
の
農

地
転
用
許
可
（
９
月
）
の
状
況

（
３
件
、
６
４
０
５
．
３
６
㎡
）、

②
農
業
会
議
か
ら
農
地
中
間
管

理
権
の
取
得
と
使
用
収
益
兼
の

設
定
・
移
転
（
10
月
）
の
状
況

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を

行
っ
た
。

そ
の
他
、
協
議
事
項
と
し
て

「
令
和
７
年
度
東
京
都
農
業
会

議
事
業
・
予
算
の
構
想
（
案
）
」

に
つ
い
て
協
議
を
決
定
し
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

東京都農林水産部との意見交換会の様子

現地で経営を紹介する白石好孝さん（左）と
秀徳さん（左から２人目）

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
、

10
月
17
日
の
常
設
審
議
委
員
会
に

あ
わ
せ
て
練
馬
区
で
現
地
見
学
会

を
開
き
、
常
設
審
議
委
員
な
ど
34

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
東
京
に
て
、
練
馬
区
の
担
当

者
よ
り
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
白
石
農
園
に
て
、
園

主
で
あ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農

業
体
験
農
園
協
会
の
副
理
事
長

で
も
あ
る
白
石
好
孝
さ
ん
よ
り
、

農
業
体
験
農
園
の
取
り
組
み
や

食
農
教
育
に
つ
い
て
話
を
伺
い

　

都
農
業
法
人
協
会
（
北
島
一
夫

会
長
）
は
９
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
東
京

第
１
ビ
ル
に
お
い
て
、
令
和
６
年

度
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て
の
ほ

か
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
研
修
会
や
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、

下
記
の
と
お
り
会
長
や
副
会
長
な

ど
の
役
員
が
新
た
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
理
事
や
賛
助
会
員
、

顧
問
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お

り
で
す
。

　

都
農
業
会
議
は
、
都
農
業
経
営

者
ク
ラ
ブ
（
吉
野
光
政
会
長
）
と

の
共
催
で
10
月
31
日
に
認
定
農
業

者
等
担
い
手
連
絡
会
議
お
よ
び
都

ま
し
た
。
白
石
さ
ん
が
運
営
す
る

農
業
体
験
農
園
「
大
泉 

風
の
が
っ

こ
う
」
は
、
平
成
9
年
に
練
馬
区

で
2
番
目
に
開
園
し
た
農
業
体
験

農
園
で
、
現
在
は
１
区
画
30
㎡
で

１
２
５
区
画
を
管
理
し
、
開
園
以

降
、
利
用
者
の
需
要
に
応
じ
た
工

夫
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
後
継
者
の
秀
徳
さ
ん

よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
生
産
の
取
り
組
み
や
出

荷
調
整
作
業
を
福
祉
事
業
所
へ
委

託
す
る
農
福
連
携
の
取
り
組
み
、

周
年
を
通
し
て
季
節
野
菜
の
収
穫

体
験
が
で
き
る
ベ
ジ
か
る
フ
ァ
ー

▼
会
長　

新
倉
大た

い
じ
ろ
う

次
郎
（
有
限
会

社
ニ
イ
ク
ラ
フ
ァ
ー
ム
・
西
東
京

市
）

▼
副
会
長　

北
島
一
夫
（
農
事
組

合
法
人　

東
京
み
る
く
工
房
ピ
ュ

ア
・
町
田
市
）

▼
監
事　

菊
池
國
仁
（
農
事
組
合

法
人　

大
興
園
・
八
丈
町
）

▼
監
事　

平
野
久
雄
（
あ
き
る
野

市
）

▼
理
事　

大
森　

齊
（
大
森
畜
産

有
限
会
社
・
府
中
市
）

▼
賛
助
会
員　

農
林
中
央
金
庫
、

東
京
都
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会▼
顧
問　

篠　

三
男
（
前
副
会

長
）
、
北
沢
俊
春
（
元
東
京
都
農

業
会
議
事
務
局
長
）

農
林
水
産
部
と
の
意
見
交
換
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

本
連
絡
会
議
に
は
、
区
市
農
業

経
営
者
ク
ラ
ブ
代
表
な
ど
８
人
と

区
市
認
定
農
業
者
組
織
の
代
表
な

ど
７
人
、
各
組
織
の
事
務
局
11
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
担
い
手
組
織
の
活

動
状
況
や
都
農
業
会
議
の
取
組
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
区
市
組
織
間
や
担

い
手
組
織
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
12
月
12
日
に
「
農
畜
産
物
の

価
格
形
成
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

会
」
を
本
連
絡
会
議
の
第
２
回
目

と
し
て
開
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ム
に
つ
い
て
状
況
を
伺
っ
た
ほ

か
、
今
後
の
農
業
経
営
や
都
市
農

業
特
有
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
参

加
者
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

都
農
林
水
産
部
と
の
意
見
交
換

会
で
は
、
農
業
振
興
課
の
渋
谷
圭

助
課
長
、
農
業
基
盤
整
備
課
の
河

野
章
課
長
、
食
料
安
全
課
の
小
堺

恵
課
長
、
農
業
振
興
課
の
今
安
典

子
担
当
課
長
な
ど
と
参
加
者
が
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

主
に
「
親
元
後
継
者
の
育
成
な

ど
の
担
い
手
対
策
」
や
「
猛
暑
等

の
天
候
不
順
に
よ
る
営
農
環
境
や

生
産
状
況
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

親
元
就
農
者
の
就
農
を
促
す
支

援
を
求
め
る
声
や
今
夏
の
猛
暑
に

よ
る
収
量
・
品
質
の
低
下
な
ど
の

被
害
を
訴
え
る
声
が
あ
り
、
よ
り

早
急
で
効
果
的
な
支
援
を
要
望
す

る
意
見
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

練
馬
区
の
農
業
体
験
農
園
を
現
地
研
究

常
設
審
議
委
員
な
ど
34
人
が
参
加

親
元
後
継
者
へ
の
支
援
や
猛
暑
対
策
な
ど
を
要
望

都
経
営
者
ク
ラ
ブ
な
ど
が
都
農
林
水
産
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開
く

東
京
都
農
業
法
人
協
会
が
通
常
総
会
を
開
く

新
会
長
に
新
倉
大
次
郎
氏
を
選
任
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講演する松嶋あおい職務代理

小平市の小野義雄さん（左から２人目）・
晴義さん（左）

自らの経営を説明する清水夫妻（中央と左）

自らの経営について話す篠宮さん（左）

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
の
協
力
を
得

て
、
都
市
農
地
流
動
化
現
地
見
学

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
見
学
会
は
、
５
月
17
日
に
開

い
た
都
市
農
地
流
動
化
協
議
会
に

お
い
て
決
定
し
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

本
年
度
は
、
北
多
摩
地
区
を
対

象
に
２
回
開
き
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、10
月
９
日
に
開
き
、

農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
お
よ

そ
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
昭
島
市
で
生
産
緑
地

を
借
り
受
け
た
飯
田
祐
己
さ
ん
の

農
業
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
住
宅
地
に
隣
接
し

た
生
産
緑
地
で
、
農
業
体
験
農
園

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
金
井
市
の
萩
原
英
幸

さ
ん
の
生
産
緑
地
を
見
学
し
ま
し

た
。

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議

会
（
松
本
一
宏
会
長
＝
稲
城
市
）

は
こ
の
ほ
ど
、
先
進
地
調
査
研
究

視
察
を
開
き
、
農
業
委
員
会
長
、

職
務
代
理
者
、
農
業
委
員
、
事
務

局
職
員
な
ど
23
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当

日
は
、
八
王
子
駅
に
集
合
し
、

バ
ス
に
て
青
梅
市
に
向
か
い
、
４

件
の
農
業
経
営
を
見
学
し
ま
し

た
。１

件
目
は
、
奥
園
和
子
さ
ん
の

ラ
ラ
・
フ
ァ
ー
ム
・
テ
ー
ブ
ル
が

取
り
組
む
ハ
ー
ブ
類
を
中
心
と
し

た
経
営
を
研
究
し
、
顧
客
向
け
の

セ
ッ
ト
販
売
の
取
り
組
み
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

２
件
目
は
、
繁
昌
知
洋
さ
ん
の

多
品
目
の
野
菜
経
営
を
見
学
し
ま

し
た
。

３
件
目
は
、
清
水
寛
久
さ
ん
・

麻
衣
子
さ
ん
夫
妻
が
取
り
組
む
有

機
農
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
有
機
農
業
な
が
ら
、
き
れ

い
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
ほ
場
を
絶

賛
し
て
い
ま
し
た
。

４
件
目
は
、
関
塚
直
子
さ
ん
の

ベ
リ
ー
コ
テ
ー
ジ
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
中
心
と
し
た
果
樹
経
営
を

見
学
し
、
栽
培
の
工
夫
や
加
工
品

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
、
学
校
給
食
用
の

野
菜
生
産
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
武
蔵
野
市
の
鈴
木

茜
さ
ん
の
農
業
経
営
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
効
果
的

に
活
用
し
、
直
売
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
10
月
22
日
に
開
き
、

農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
お
よ

そ
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
篠
宮
仁
さ
ん
の
農
業

経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

篠
宮
さ
ん
は
、
今
後
も
生
産
緑

地
を
借
り
規
模
拡
大
を
図
り
た
い

と
、
今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
平
市
の
小
野
義
雄
・

晴
義
さ
ん
の
農
業
経
営
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
を
借
り
受
け
る
際
に

Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会
と
連
携
し
た

経
緯
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
13
日
に

小
金
井
市
商
工
会
館
に
て
、
女
性

農
業
委
員
等
研
修
会
を
開
き
、
女

性
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
な
ど
お
よ
そ
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
参
加
者
全
員
で
自

己
紹
介
を
し
た
後
、
研
修
に
入
り

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
小
金
井
市
農
業
委

員
会
（
髙
橋
金
一
会
長
）
の
会
長

職
務
代
理
者
で
女
性
農
業
委
員
で

あ
る
松
嶋
あ
お
い
さ
ん
よ
り
食
育

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と

農
業
委
員
と
し
て
の
活
動
を
通
じ

て
、
都
市
農
地
を
守
ろ
う
と
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
わ
く
わ
く
都
民
農

園
小
金
井
」
に
会
場
を
移
し
、
本

会
よ
り
市
民
農
園
の
制
度
概
要
を

説
明
し
た
後
、
小
金
井
市
観
光
ま

ち
お
こ
し
協
会
の
千
葉
幸
二
さ
ん

よ
り
「
わ
く
わ
く
都
民
農
園
小
金

井
」
の
事
業
概
要
や
運
営
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現

地
研
究
を
し
ま
し
た
。

生
産
緑
地
を
借
り
受
け
た
農
業
経
営
な
ど
を
研
究

都
市
農
地
流
動
化
現
地
見
学
会
開
く

女
性
農
業
委
員
研
修
会
を
開
く

女
性
農
業
委
員
の
活
動
や
都
民
農
園
に
つ
い
て
研
究

先
進
地
調
査
研
究
視
察
開
く

南
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会
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第１回の研究会の様子

農園の様子を紹介する五十嵐さん（中央）

小田原市で新規就農した田代さん（左）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農

園
協
会
（
加
藤
義
松
理
事
長
）
は
、

10
月
31
日
に
練
馬
区
に
て
会
員
現

地
見
学
会
を
開
き
、
会
員
28
人
が

都
農
業
会
議
は
11
月
６
日
・
15

日
に
「
農
業
経
営
の
法
人
化
と
農

地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
都
内
で
農
地
を

借
り
て
農
業
参
入
す
る
法
人
や
農

業
経
営
を
法
人
化
す
る
農
業
経
営

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
都
の
委
託
事
業
を
活
用
し
て

開
い
た
も
の
で
す
。

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
小
川
圭
会
長
）
と
神
奈
川
県

農
業
会
議
（
持
田
文
男
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
共
催
で
農
業
委
員
会

職
員
現
地
研
究
会
を
開
き
、
東
京

都
か
ら
23
人
、
神
奈
川
県
か
ら
25

人
、
総
勢
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
、
東
京
都
と
神
奈

川
県
が
共
有
す
る
都
市
農
業
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換

す
る
た
め
に
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
本
年
度
は
、
10
月
４
日
に

小
田
原
市
と
南
足
柄
市
に
て
、
主

に
新
規
就
農
や
神
奈
川
県
農
業
経

営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。

小
田
原
市
で
は
、
指
導
者
と
な

る
受
入
農
家
と
研
修
者
を
仲
介
す

る
「
農
業
研
修
受
入
事
業
」
を
実

施
し
、
農
業
委
員
会
が
行
う
「
農

地
有
効
利
用
希
望
者
登
録
制
度
」

の
活
用
で
、
新
規
就
農
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

続
い
て
南
足
柄
市
で
は
、
「
市

民
農
業
者
制
度
」
と
「
市
新
規
就

農
基
準
」
を
運
用
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
担
い
手
を
確
保
し
遊
休
農

参
加
し
ま
し
た
。

「
イ
ガ
さ
ん
の
畑
（
園
主
＝

五
十
嵐
透
氏
）
」
で
は
体
験
農
園

の
運
営
方
法
の
ほ
か
、
栽
培
が
終

了
し
た
２
月
か
ら
の
深
耕
や
堆
肥

施
用
に
よ
る
土
づ
く
り
、
農
薬
の

選
び
方
な
ど
、
よ
り
よ
い
野
菜
づ

く
り
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
柿
栽
培
60
年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
、
東
京
都
農
業
祭
品

評
会
で
都
知
事
賞
の
受
賞
歴
を
持

つ
「
荘
埜
園
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

先
代
の
経
営
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

も
、
新
た
な
栽
培
方
法
や
ス
マ
ー

ト
農
業
を
取
り
入
れ
た
経
営
が
実

践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
大
泉 

風
の
が
っ
こ

う
（
園
主
＝
白
石
好
孝
氏
）
」で
は
、

農
業
体
験
農
園
の
ほ
か
、
収
穫
体

験
や
学
校
な
ど
で
の
食
農
教
育
に

つ
い
て
、
農
福
連
携
に
よ
る
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
調
整
の
作
業
委

託
、
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携

な
ど
幅
広
い
活
動
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

農
業
体
験
農
園
の
園
主
ど
う
し

で
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

有
意
義
な
現
地
研
究
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

２
日
間
共
通
で
弁
護
士
の
岩
崎

紗
矢
佳
氏
よ
り
「
農
業
経
営
の
法

人
化
に
伴
う
留
意
点
」
に
つ
い
て
、

都
農
業
会
議
よ
り
「
農
業
経
営
の

法
人
化
と
農
地
の
権
利
取
得
等
」

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
事
例

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
で
は
小
金
井
市
の
Ｈ
ｉ

ｇ
ｈ　

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
株
式
会
社

（
髙
橋
健
太
郎
代
表
）
、
第
２
回
は

地
の
解
消
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
田
原
市
新
規
就
農
者

田
代
竜
太
さ
ん
、
南
足
柄
市
新
規

就
農
者
佐
藤
有
樹
さ
ん
の
経
営
や

取
り
組
み
を
現
地
研
究
し
ま
し

た
。 

 

立
川
市
の
株
式
会
社
あ
み
ち
ゃ
ん

フ
ァ
ー
ム
（
網
野
信
一
代
表
）
に

よ
る
講
演
と
、
ほ
場
で
の
現
地
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
の
日
程

12
・
２ 

㈪ 

西
多
摩
地
区
別
職
員
検
討
会

12
・
６ 

㈮ 

南
多
摩
地
区
別
職
員
検
討
会

12
・
９ 

㈪ 

区
内
地
区
別
職
員
検
討
会

12
・
11 

㈬ 

北
多
摩
南
部
地
区
別
職
員
検
討
会

12
・
13 

㈮ 

農
業
委
員
・
推
進
委
員
現
地
研
究
会

12
・
16 

㈪ 

北
多
摩
西
部
地
区
別
職
員
検
討
会

12
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

12
・
19 

㈭ 

北
多
摩
北
部
地
区
別
職
員
検
討
会

神
奈
川
県
と
合
同
で
農
業
委
員
会
職
員
が
研
修

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

練
馬
区
で
現
地
見
学
会
を
開
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会

小
金
井
市
・
立
川
市
の
農
業
法
人
経
営
を
研
究

農
業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会


